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１ 財政計画の期間  

計画の期間は、令和８年度(2026年度)から令和１０年度(2028年度)までの3か年とします。 

また、対象とする会計は一般会計とします。 

 

２ 財政計画の趣旨  

持続可能な財政運営の実施を図るため、中期的な財政状況を把握することにより、適切な財政 

運営を行うための指針とします。 

 

３ 財政推計の方法 

 （１）歳入  

   ①市税 

    令和８年度予算計上額を基準に、伸び率等を考慮し算定しています。 

②地方交付税 

  ■普通交付税 

    普通交付税については、令和８年度予算計上額を基準に、令和9年度は前年度比6%増加、

令和10年度は令和9年度と同額で算定しています。 

■特別交付税 

    令和８年度予算計上額を基準に、伸び率等を考慮し算定しています。 

③国・県支出金 

     令和８年度予算計上額を基準に、令和９年度(2027年度)以降は社会保障経費のうち 

扶助費の伸びと、普通建設事業費の増減に対応する歳入を見込んで算定し、その他は、 

令和８年度予算計上額と同額で算定しています。 

   ④市債 

      建設債は、各年度の普通建設事業費に見合う発行額を見込んで算定しています。 

   ⑤その他の歳入 

      令和８年度予算計上額を基準に、令和９年度(2027 年度)以降の見込みを考慮し、算定 

しています。 

特定目的基金繰入金については、各種の建設事業に充てるため、所要額を算定しています。 

また、財政調整基金繰入金についても、増加する行政需要に充てるため、所要額を算定して 

います。 
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（２）歳出 

    ①義務的経費 

■人件費 

これまでの人口の増加に伴う職員数の増加により、令和８年度予算計上額を基準に 

前年比２%増加するものと見込んで算定しています。 

■扶助費 

高齢化や社会情勢の変化、国の社会保障対策などにより、令和８年度予算計上額を 

基準に前年比 3%増加するものと見込んで算定しています。 

■公債費 

既借入分に係る償還額に、今後の事業実施に伴う市債の償還見込額を加算して算定 

しています。 

    ②投資的経費 

■普通建設事業費 

総合計画、実施計画に掲げる事業及び計画期間内に予定している事業を見込んで 

算定しています。 

■災害復旧費 

令和８年度予算計上額と同額で算定しています。 

③その他 

■物件費 

物価上昇の状況や財政状況を考慮し、令和８年度予算計上額を基準に、前年比 2% 

の増加を見込んで算定しています。 

■維持補修費 

令和８年度予算計上額と同額で算定しています。 

■補助費等 

負担金、補助金等の伸びを考慮し、令和８年度予算計上額を基準に、前年比１％の増

加を見込んで算定しています。 

■その他 

令和８年度予算計上額と同額で算定しています。 
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４ 財政推計の結果 

   前述の推計方法により財政推計を行った結果は次のとおりです。 

 【歳入】                                            （単位：百万円） 

歳入項目 
令和８年度 

（２０２６） 

令和９年度 

（２０２７） 

令和 10 年度 

（２０２８） 

市税 7,190 7,406 7,628 

地方交付税 2,925 3,171 3,171 

 

 

普通交付税 2,425 2,571 2,571 

特別交付税 500 600 600 

国・県支出金 4,718 4,897 4,875 

市債 259 642 521 

 建設債 259 642 521 

その他の歳入 3,908 4,191 4,230 

 

うち財政調整基金繰入金 498 500 500 

うちユーマイタウン施設整備基金繰入金 38 217 220 

うち庁舎整備基金繰入金 35 15 15 

計 19,000 20,306 20,424 

 

 

 【歳出】                                           （単位：百万円） 

歳出項目 
令和８年度 

（２０２６） 

令和９年度 

（２０２７） 

令和 10 年度 

（２０２８） 

義務的経費 9,584 9,838 10,113 

 人件費 3,701 3,775 3,851 

扶助費 5,235 5,392 5,554 

公債費 648 671 709 

投資的経費 536 1,463 1,178 

 普通建設事業費 534 1,460 1,175 

災害復旧費 3 3 3 

その他 8,880 9,005 9,132 

 物件費 5,224 5,328 5,435 

維持補修費 527 527 527 

補助費等 2,062 2,083 2,103 

その他 1,067 1,067 1,067 

計 19,000 20,306 20,424 
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  【積立基金年度末残高の見込】                             （単位：百万円） 

                   年   度 

基 金 名 

令和８年度 

（２０２６） 

令和９年度 

（２０２７） 

令和 10 年度 

（２０２８） 

財政調整基金 4,801 4,806 4,810 

 第９次財政計画策定時 3,905 3,506 － 

第８次財政計画策定時 3,408 － － 

ユーマイタウン施設整備基金 610 394 175 

庁舎整備基金 412 397 382 

図書館整備基金 54 54 54 

その他の基金 530 530 530 

計 6,407 6,181 5,951 

 第 9 次財政計画策定時 5,507 4,965 － 

第 8 次財政計画策定時 5,425 － － 

※財政調整基金の令和 9 年度及び令和 10 年度の見込額については、前年度決算剰余金積立額を各

年度 5 億円ずつと見込んで年度末残高に算入しています。 

 

 【市債年度末残高の見込】                                （単位：百万円） 

                   年   度 

起 債 名 

令和８年度 

（２０２６） 

令和９年度 

（２０２７） 

令和 10 年度 

（２０２８） 

市債残高 7,952 8,001 7,888 

 第 9 次財政計画策定時 7,720 7,861 － 

第 8 次財政計画策定時 9,060 － － 

※上表中「第 9 次財政計画策定時」とは、令和 7 年 3 月に策定した富谷市財政計画(2025～2027)

での算定値です。 

※上表中「第 8 次財政計画策定時」とは、令和 6 年 3 月に策定した富谷市財政計画(2024～2026)

での算定値です。 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2次富谷市総合計画 第 1次財政計画（2026～2028） 

 

令和 8年 3月策定 

 

富谷市企画部財政課 

 

 


